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した 2006年分も再掲載した。 2007年分は次号に掲載。)
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(993-999は、前年号と同じ)
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560. 岸田拓士・田名瀬英朋・久保田 信. 2006. 和歌山県白浜町椿の海岸に漂着したスジ
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572. 久保田信.2006. 日本産ヤワラクラゲ(刺胞動物門，ヒドロ虫綱，軟クラゲ目)の生活
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574. 久保田信.2006.田辺市新庄公園の灯火に飛来した鱗麹類.KINOKUNI， 70: 23. 

575. 久保田信.2006.和歌山県白浜町の漁港で遭遇したウミアメンボ(ウミアメンボE科)
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(559・566は、前年号と同じ。)

著書(村は前年号と同じ)

日久保田 信 2006. i宝の海から一白浜で出会った生き物たちJ. 233頁.不老不死研究

会、白浜町、和歌山県.

川久保田 信. 2006. iクラゲのふしぎj 海を漂う奇妙な生態. 255頁. (共著) ，技術評

論社，東京.
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Q.， Ohsumi， T.， Portner， H.， Sabine， C.， Shirayama， Y. and Thomson， J. 2006. Capter 6. 

Ocean Storage. In Metz， B.， Davidson， 0.， de Coninck， H.， Loos， M. and Meyer， L. (eds.) 

IPCC Special Report on Carbon Dioxide Capture and Storange. Cambridge University Press， 

Cambridge， pp. 277・318.

その他の著作(村は前年号と同じ)

日久保田信. 2006. フィールド科学教育研究センター・瀬戸臨海実験所通信.第 7回「春の

使者の到来とウミガメの受難 一2005年度最終月の 3つの臨海実習ー」 教職員情

報(京都大学) ， 50: 8. 

H 小林亜玲・久保田信. 2006. 日本海南部海域におけるカイヤドリヒドラ類(刺胞動物門、

ヒドロ虫綱)の分布拡大について. 白浜 RC週報，第 2207例会.

判久保田 信. 2006. i神秘のベニクラゲと海洋生物の歌一不老不死の夢を歌う J.白浜 RC週

報，第 2211例会.
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"深見裕{申・久保田 信.2006. r和歌山県海域のサンゴ群集J.白浜 RC週報，第 2217例会.

"深見裕伸. 2006. サンゴ礁関連施設探訪「京都大学フィールド科学教育研究センタ一瀬戸臨海

実験所j 日本サンゴ礁学会ニュースレター， 31: 8. 

久保田信・梅本信也 2006.瀬戸臨海実験所構内における長柱花型カタバミ(カタバミ科)の分

布.瀬戸臨海実験所年報， 19:41-42. 

久保田信 ・内田紘臣.2006 和歌山県田辺湾沿岸およびその周辺海域に産するイソギンチャク

目(刺胞動物門，花虫綱，六放サンゴ亜綱)の目録.瀬戸臨海実験所年報， 19: 43-45. 

新関連載記事(**は前年号と閉じ)

"久保田 信 「地球の住民たち 動物篇j 連載 1-41.
(2006年 1月 10日から 11月 14日までの毎週 l回)
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